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故
郷
の
味
と

想
い
出
ば
な
し
を
堪
能

―
第

二
十

二
回
東
京
旭
川
会
総
会

・
懇
親
会
―

東
京
旭
川
会
の
第
二
十
二
回
総
会
・
懇
親
会
が
平
成
十
年
十
月
十
六
日
午
後
六
時
半
よ

り
、
東
京

・
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

『錦
の
間
』
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
、
幹
事
た
ち
は
午
後
四
時
に
集
合
、

準
備
に
当
っ
た
。
ま
ず
、
お
土
産
の
袋
詰

め
。
旭
川
ブ
ラ
ン
ド
の
新
米

『大
雪
山
見

て
育
っ
た
の
』、
旭
川
生
ラ
ー
メ
ン
、
絵
葉

書
、喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
日
本
エ
ア
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
そ
の
他
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
流
れ
作
業
で
袋
に
詰
め
る
。

会
場
の
外
に
は
稚
内
市
佐
賀
商
店
の
海

産
物
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
利

尻

・
礼
文
の
フ
に
、
昆
布
、
千
し
小
女
子
、

い
く
ら
、
筋
子
、
鱈
子
、
鮭
、
鱈
の
粕
漬

け
な
ど
が
並
ん
だ
。

会
場
の
設
営
も
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り

大
わ
ら
わ
。
る
ア
ー
ジ
左
手
は
物
産
コ
ー

ナ
ー
で
、
大
好
評
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン

（調

理
、
給
仕
に
は
係
の
奥
様
も
動
員
さ
れ

た
）、
か
ぼ
ち
ゃ
、
馬
鈴
薯
の
ふ
か
し
た
も

の
、
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
な
ど
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
壁
面
に
は
旭
川
市
の
四
季
、
旭
川

冬
ま
つ
り
、
航
空
三
社
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど

が
貼
ら
れ
た
。
な
か
で
も
秋
灯
が
石
狩
川

に
流
れ
て
い
る
旭
橋
の
夜
景
が
郷
愁
を
そ

そ
っ
た
。

六
時
を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
お
客
さ
ま

が
見
え
、
再
会
を
喜
び
合
う
姿
が
あ
ち
こ

ち
に
み
ら
れ
た
。

予
定
通
り
六
時
半
開
会
。
尾
崎
靖
亮
幹

事
が

「お
ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年

一
回
、

郷
土
を
同
じ
く
す
る
皆
さ
ん
の
集
い
の
場
、

お
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
」
と
開
会
の
挨
拶
を
し
、
引

き
つ
づ
い
て
司
会
を
務
め
た
。

議
長
は
会
則
に
よ
り
東
京
旭
川
会

・
八

木
祐
四
郎
会
長
が
選
ば
れ
、
議
案
審
議
に
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入
っ
た
。
議
案
に
入
る
前
に
、
こ
の
一
年

間
の
物
故
者
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
副
会
長

と
し
て
永
い
間
、
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
故

ｏ
矢
野
正
康
氏
は
じ
め
七
人
の
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
薦
を
捧
げ
た
。

○
仕弟
一
口万
業職
安
不

桑
本
平
八
事
務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
、

「年
会
費
に
つ
い
て
は
七
五
％
の
収
入
を

目
標
に
し
て
い
る
が
、
昨
年
は
六
二
％
に

と
ど
ま
っ
て
、
支
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
な
く
な
り
、
七
十
万
円
の
借
り
入
れ
が

出
て
し
ま
っ
た
」
と
説
明
。
次
い
で
植
木

宏
昌
監
事

か
ら

「監

査
の
結
果
、

財
務
が
す

べ
て
正
確

に
運
営
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、

桑
本
事
務

局
長
の
報

告
の
よ
う

に
財
務
内

容
が
厳
し

い
状
態
で

あ
る
」
こ

と
を
特
に

つ
け
加
え

た
。

○
仕弟
ニ
ロ万
豊議
案

平
成
十
年
度
事
業
計
画
（案
）
に
つ
い
て

第
二
十
二
回
総
会
／
懇
親
会

０
　
本
日
の
出
席
者
予
定
は
百
四
十
五
人
、

当
日
受
付
け
で
こ
れ
を
上
回
る
か
も
知
れ

な
い
。

第
十
二
回

「郷
土
訪
間
の
旅
」

②
　
会
員
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
期
日
は

未
定
だ
が
、
来
年
の
五
月
か
六
月
に
実
施

す
べ
く
準
備
中
。
具
体
化
し
て
早
急
に
連

絡
す
る
が
、　
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
期

待
し
て
い
る
。

０
　
会
報

『な
な
か
ま
ど
』
の
発
行
は
、

新
し
い
方
に
編
集
を
お
ね
が
い
し
て
い
る
。

遅
く
と
も
年
内
に
発
行
し
た
い
。

０
　
旭
川
会
の
よ
う
な
ふ
る
さ
と
会
が
東

京
に
‐００
余
り
あ
り
、
そ
の
連
絡
会
の
行
事

に
桑
本
事
務
局
長
は
じ
め
担
当
幹
事
が
出

席
し
て
い
る
。今
年
も
同
様
に
参
加
の
予
定
。

平
成
十
年
度
予
算

（案
）
に
つ
い
て

繰
越
金
は
、
七
十
万
円
の
借
り
入
れ
を

差
し
引
く
と
、
九
万
四
千
四
百
三
十
三
円

と
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
何
と
か
ク
リ

ア
し
た
い
、

と
述
べ
た
。

こ
れ
ら

の

第

一

号

ふ
菱

一

号
議
案
に

対
し
、
「異
議
な
し
」
の
声
あ

り
、
拍
手
の
フヽ
ち
に
議
案
審

議
が
終
了
。
「ご
協
力
に
感
謝

し
ま
す
」
と
司
会
者
の
閉
会

の
挨
拶
と
と
も
に
六
時
四
十
分
総
会
は
終

了
し

た
。

総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
、
司
会
は
伊

東
喜
久
子
幹
事
に
交
代
。
六
時
四
十
三
分

ご
来
賓
の
入
場
着
席
。
ま
ず
八
木
会
長
の

挨
拶
で
幕
を
開
け
た
。

「
こ
の
東
京
旭
川
会
で
多
く
の
方
々
と
元

気
に
お
会
い
で
き
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
菅
原
旭
川
市
長
は
十

一
月

の
市
長
選
挙
の
た
め
、
今
回
は
則
末
助
役

が
市
長
代
理
と
し
て
お
い
で
下
さ
い
ま
し

た
。
今
年
は
経
済
的
な
問
題
で
世
の
中
が

騒
然
と
し
、
大
変
な
時
で
す
が
、
そ
う
し

た
中
で
も
私
が
か
か
わ
っ
た
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
多
大
な
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、

成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
旭
川
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
や
ら
な
い
か
と
い
フヽ
話
が

来
て
お
り
、　
一
九
九
九
年
二
月
に
旭
川
と

苗
場
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
旭
川
市
に
大
変
ご
無
理
な
予
算
編

成
を
お
願
い
し
て
い
る
次
第
で
す
。

皆
さ
ま
方
も
ぜ
ひ
競
技
に
足
を
運
ば
れ
、

立
派
な
大
会
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
大
会
を

成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

今
夜
は
一
年
に
一
回
の

会
、
旧
交
を
温
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
支
援
を
い
た
だ
く
皆
さ

ん
に
感
謝
致
し
ま
す
」

と

コ
メ

ン
ト

。

続
い
て
旭
川
市
長
代

理

・
則
末
誠

一
助
役
の
ご

挨
拶
。「菅

原
市
長
は
市
長
就

任
以
来
、
東
京
旭
川
会
に

皆
勤
で
し
た
が
、
十

一
月

一
日
告
示
、
八
日
投
票
日

の
選
挙
戦
を
戦
っ
て
い
る
時
で
す
。

旭
川
も
金
融
破
綻
の
影
響
を
受
け
て
お

り
大
変
な
時
で
す
が
、
市
に
作
家
三
浦
綾

子
さ
ん
の
記
念
文
学
館
が
出
来
て
、
そ
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と
三
浦
さ
ん
の

人
柄
を
慕
っ
て
全
国
か
ら
見
に
来
ら
れ
て

い
ま
す
。
旭
川
に
新
し
い
名
所
が
で
き
た

こ
と
を
旭
川
市
民
は
誇
り
に
思
っ
て
お
り

旭川商工会議所専務理事

柳谷 宏氏

旭り|1市議会副議長  旭川市助役

星 弘氏   則末誠一氏

総会、続いて懇親パーティヘ、会場は熱気にあνヽ、れる
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ま
す
。

ま
た
、
旭
川
空
港
も
十
月
十
日
誘
導
路

が
完
成
し
て
雄
大
な
空
港
と
な
り
ま
し
た
。

空
港
ビ
ル
も
九
月
に
着
工
し
、
今
は
工
事

中
で
す
。
二
年
後
に
立
派
な
空
の
玄
関
と

な
り
ま
す
。

来
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
大
会
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
旭

川
の
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大
会
に
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
国
王
も
し
く
は
皇
太
子
の
ご
来
臨

を
賜
り
た
く
、
お
願
い
に
参
り
ま
し
た
。

旭
川
も

一
国
の
元
首
が
来
ら
れ
る
町
に
な

っ
て
い
ま
す
。

実
は
私
は
、
第

一
回
東
京
旭
川
会
に
市

長
の
随
行
と
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。
今

日
こ
の
席
で
ご
挨
拶
で
き
る
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
後
も
東

京
か
ら
旭
川
へ
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
旭
川

訪
間
の
機
会
を
多
く
つ
く
り
、

変
化
し
た
旭
川
を
認
識
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
健
康
と
東
京
旭
川
会
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」

と
述
べ
た
。

こ
こ
で
、
東
京
旭
川
会
か
ら

の
花
束
が
、
武
田
陽
子
幹
事
の
手
に
よ
っ

て
則
末
市
長
代
理
に
、
続
い
て
ミ
ス
旭

川

ｏ
飛
田
亜
希
子
さ
ん
の
手
よ
り
旭
川
市

か
ら
の
花
束
が
、
八
木
会
長
に
贈
呈
さ
れ

た
３
来
賓
と
国
会
議
員
の
方
々
の
ご
紹
介

が
あ
っ
て
、
乾
杯
。
音
頭
は
旭
川
市
議
会

副
議
長

・
星
弘
氏
が
と
っ
た
。

こ
れ
よ
り
会
食
、
懇
親
に
入
る
。
予
定

通
り
七
時
か
ら
の
会
食
で
、
お
な
か
の
す

き
具
合
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
よ
う
だ
。
中
央

テ
ー
ブ
ル
の
料
理
を
取
り
に
出
る
人
、
ラ

ー
メ
ン
の
屋
台
に
並
ぶ
人
、
ワ
イ
ン
の
グ

ラ
ス
や
日
本
酒
の
杯
を
傾
け
る

人
、
し
ば
ら
く
は
食
事
に
歓
談

に
と
過
ご
す
。
八
十
オ
を
越
え

た
と
思
わ
れ
る
方
が

「私
は
旭

川
が
大
好
き
な
ん
だ
よ
」
と
繰

り
返
し
て
い
た
。

会
場
に
は
旭
川
の
四
季
の
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
女
性
歌
手

・
柳

ジ
ュ
ン
さ
ん
の
歌
翁
夢
去
り
ぬ

街
』
『ア
ｏ
バ
・
こ

ほ
と

が
あ
っ
た
。

柳
さ
ん
は
宮
城
県
出
身
だ
が
四
年
前
か
ら

歌
手
と
し
て
旭
川
で
活
動
し
、
旭
川
市
の

観
光
大
使
に
も
な
っ
て
い
る
。

七
時
四
十
分
よ
り
お
楽
し
み
の
抽
選
会
。

司
会
は
も
う
お
馴
染
み
の
武
田
陽
子
幹
事
。

楽
し
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
て
き
ぱ
き
と
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
。
や
は
り
人
気
は
航

空
券
。
当
た
っ
て
歓
声
を
あ
げ
る
人
、
近

い
番
号
に
残
念
が
る
人
。
抽
選
会
は
無
事

終
了
し
た
。
八
時
四
十
分
、
旭
川
商
工
会

議
所
・
柳
谷
宏
専
務
理
事
の
音
頭
で
、
来

年
の
元
気
な
再
会
を
期
し
、
三
本
締
め
で

終
宴
と
な
っ
た
。
　
　
（須
藤
智
恵
子
記
） ミス旭川による抽選会風景

■
旭
川
市
関
係

助
役
・則
末
誠

一
、
市
議
会
副
議
長
・星
弘
、

商
工
会
議
所
専
務
理
事

・
柳
谷
宏
、
ｍ
旭

川
観
光
協
会
会
長
代
行

・
稲
村
健
蔵
、
市

総
務
部
職
員
監

ｏ
福
士
英
樹
、
同
企
画
部

長

・
中
屋
利
夫
、
同
企
画
部
秘
書
課
渉
外

係
長

・
谷
口
和
裕
、
商
工
部
産
業
立
地
課

長

・
高
田
保
、
同
課
長
補
佐

・
伊
藤
墓
彦
、

同
観
光
課
観
光
係
主
査
ｏ國
岡
哲
爾
、
同
・

石
原
充
浩
、
市
議
会
庶
務
課
長

・
秋
月
弘

志
、
ミ
ス
旭
川

・
飛
田
亜
希
子

■
在
京
関
係

佃
北
海
道
倶
楽
部
調
査
役

・
山
根
昌
武
、

北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長

・
曽
我

浩
侑
、
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
支
社
長

・

田
村
泰
章
０
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
例
営
業

推
進
部
課
長

・
人
見
哲
夫
、
全
日
本
空
輸

帥
国
内
販
売
推
進
部
リ
ー
ダ
ー

・
稲
岡
研

士
、
同
主
席

・
大
澤
浩
司
、
側
日
本
エ
ア

シ
ス
テ
ム
顧
客
開
発
部
課
長

・
入
澤
寛
、

同

・
工
藤
憲
彰
、
日
本
航
空
帥
国
内
旅
客

部
課
長

・
鈴
木
正
美
、
北
海
道
旅
客
鉄
道

帥
東
京
営
業
部
副
課
長

・
寺
澤
重
成
、
同

主
席

・
山
田
昭

一
、
藤
原
製
麺
帥
東
京
支

店
長

・
高
木
哲
司
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同

組
合
連
合
会
東
京
支
店
長

・
古
崎
正
、
欄

十
勝

・
佐
藤
茂
子
、
欄
旭
ダ
ン
ケ
東
京
営

業
所
長

・
山
本
勝
也
、
同
所
長
代
理

ｏ
岡

澤
均

衆
議
院
議
員

・
金
田
英
行
、
関
西
旭
川
会

情
報
募
集
／

次
号
に

「東
京
で
頑
張
る
旭
川
出

身
者
の
店
」
特
集
を
検
討
中
で
す
。

ご
存
知
の
お
店
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

手
紙
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
ま
で
。

ご協賛・ご協力
九ニ  ノH   T市
旭 川 市 議 会
旭 川 商 工 会 議 所
ω 旭 川 観 光 協 会
0道 北地域旭川地場産 業振 興 セ ンター

閉 バ イ オ ソ フ ィ ァ ィ ン ク
ホ ク レン農 業協 同組合連合会東京支店
閉 サ  サ  キ  エ  芸
閉 セ ー キ

″
　

ン

閉
　
　
閉

　
¨
　

ｍ
社
閉
閉
店
い

一
一

男
旭
サ
合

二
閉
藤

Ｊ
全
閉

日
毎

日
今
合

薬
０
０

>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>

上記各位より多大なご協賛の品を頂戴致しました。
東京旭川会より感謝の意を表するとともに厚 くお礼中し
上げます。誠に有難うございました。

阿
部
晃
、
荒
井
弓
子
、
伊
東
喜
久
子
、
伊

塚
清
、
岩
村
久
子
、
飯
田
昭
宣
、
伊
集
院

賞
、
坂
井

一
朧
、
井
上
恵
三
、
池
田
弘
子
、

石
原
典
慧
、
石
田
清

一
、
石
野
博
子
、
植

木
宏
昌
、
氏
家

一
衛
、
梅
原
音
二
、
浦
木

康
介
、
海
老
澤
美
智
子
、
大
江
誠
、
大
畑

浩

一
、
大
玉
勝
政
、
大
城
栄
子
、
大
居
正

和
、
小
川
礼
子
、
尾
崎
靖
亮
、
大
屋
道
夫
、

大
野
武
夫
、
大
野
八
代
子
、
大
木
恭
子
、

折
登
昭
三
、
大
内
秀
夫
、
奥
山
加
代
子
、

加
藤
辰
雄
、
加
藤
桂
子
、
笠
原
貞
夫
、
河

村
尚
之
、
神
部
泰
、
海
原
卓
、
金
田
英
行
、

片
山
重
毅
、
川
口
暁
夫
、
亀
井
歓

一
、
喜

多
美
佐
子
、
菊
田
和
夫
、
窪
田
敬
昭
、
桑

本
平
八
、
黒
崎
弘
、
栗
原
涛
咲
子
、
小
柳

武
二
、
鴻
上
修

一
、
小
松
仁
志
、
近
藤
耀

子
、
後
藤
直
容
、
佐
々
木
秀
典
、
桜
岡
勝

征
、
佐
々
木
憲

一
、
佐
々
木
京
子
、
佐
渡

賢

一
、
斎
藤
弘
明
、
坂
井
弘
子
、
島
田
寛
、

島
田
実
、
島
田
瑞
子
、
直
原
綾
子
、
須
藤

智
恵
子
、
鈴
木
毅
、
鈴
木
吉
之
、
杉
山
恵

子
、
鈴
木
日
出
男
、
鈴
木
孝
、
園
田
隆

一
、

田
中
二
郎
、
高
宮
行
男
、
高
木
利
武
、
武

田
陽
子
、
高
野
哲
男
、
高
橋
文
子
、
高
橋

英
治
、
竹
原
茂
雄
、
田
中
幹
夫
、
田
村
昌

士
、
「高
倒
照
美
、
高
橋
正
夫
、
武
内
英
三
、

平
ト
シ
エ
、
田
中
国
夫
、
高
橋
浩
子
、
土

屋
初
代
、
寺
田
英
子
、
出
鳴
慶
司
、
土
井

磨
智
子
、
中
島
ス
ミ
子
、
中
塚
晃
介
、
中

村
泰
敏
、
並
木
治
子
、へ沖
肘
厠
厚
片
新
国

園
江
、
西
木
戸
孝
夫
、、
西
谷
内
力
世
、
西

村
明
、
西
田
育
子
、
野
作
雅
章
、
花
輪
元

治
、
花
輪
音
三
、
橋
本
博
治
、
橋
本
裕
子
、

原
公
朗
、
林
秀

一
、
坂
東
幸
子
、
坂
東
勝

利
、
坂
東
宗
光
、
原
田
寛
、
廣
瀬
兵

一
、

平
岡
美
恵
子
、
引
地
康
博
、
藤
井
章
司
、

福
原
博
子
、
古
畠
誠

一
、
堀
江
秀
明
、
本

間
敏
弘
、
本
田
真
知
子
、
松
原
利
治
、
南

栄
二
、
枡
澤
均
、
松
本
哲
二
、
松
島
蔦
、

松
島
貞
夫
、
松
山
美
紀
子
、
松
山
信
子
、

三
宅

一
郎
、
松
田
勇
三
、
八
木
祐
四
郎
、

安
井
規
雄
、
山
脇
兼
治
、
山
本
正
純
、
山

口
康
成
、
山
本
省
吾
、
吉
崎
与

一
、
吉
田

洋

一
、
横
山
秀
夫
、
吉
田
友
之
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旭
川
市
長

菅

原

功

一

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
郷
土
旭
川
の

発
展
の
た
め
に
格
別
の
ご
支
援

・
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
き
の
総
会
及
び
懇
親
会
に
は
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
出
席
で
き
ず
に
残
念
に
思

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
盛
大
に
、
し
か
も

和
気
あ
い
あ
い
の
フヽ
ち
に
交
流
が
深
め
ら

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
八
木
会
長
を
中
心

と
し
た
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
結
束

の
強
さ
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
は
首
都
圏
の
こ
ワ
し
た
素
晴
ら
し
い

「ふ
る
さ
と
会
」
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
を
、
誇
り
に
思
う
と
同
時
に

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

豊
か
な
自
然
と
様
々
な
都
市
機
能
が
調
和

し
た
素
晴
ら
し
い
街

・
旭
川
を
よ
り
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
市
民
と
共
に
手
を
携
え
、

ワヽ
る
お
い
や
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
、

質
の
高
い
街
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。　
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で
も
、
そ
う
し

た
成
果
に
対
し
て
多
く
の
市
民
の
方
々
か

ら
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
再
び
旭
川
の
市

政
運
営
を
任
さ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
十
月
に
完
了
し
ま
し
た
旭
川
空
港

の
拡
張
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
旭
川
市
は

北
海
道
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
後
も
、

産
業
経
済
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
北
彩

都
あ
さ
ひ
か
わ

（駅
周
辺
開
発
）
の
事
業

や
、
平
成
十
二
年
四
月
の
中
核
市
移
行
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
旭
川
市
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
事
業
や
課
題
が
数
多
く
控
え
て

お
り
ま
す
。

私
は
、
二
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

「市
政
は
市
民

が
創
る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
貫
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
と
一
体
と

な
り
、
地
域
の
主
体
的
な
発
想
の
も
と
に

知
恵
と
情
熱
を
傾
け
、
こ
の
旭
川
を
内
外

に
誇
り
フヽ
る
街
に
し
て
い
く
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

今
、
旭
川
の
街
並
み
は
、
雪
に
映
え
る

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
が
一
層
鮮
や
か
さ
を
増

し
、
夜
の
街
路
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

幻
想
的
に
北
国
の
冬
を
演
出
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
冬
は
、
四
十
回
目
と
な

る
冬
ま
つ
り
や
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ
ー
大

会
に
加
え
て
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
旭
川
大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
あ

っ
て
、
国
内
外
に
旭
川
の
名
を
高
め
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け
て
、
市
民

ぐ
る
み
の
熱
い
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

春
に
は

「ふ
る
さ
と
訪
間
の
旅
」
が
企

画
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
今
か
ら
皆
様

と
の
再
会
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
・。

八
木
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
、

ふ
る
さ
と
旭
川
の
力
強
い
発
展
の
た
め
に

今
後

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東京旭川会一平成 9年度事業報告

(1)第 21回総会/懇親会

平成 9年 10月 31日

京エプラザホテル  出 席 者

(平成9.9。 1～ 10.8.31)

来賓・随行

9)会報「ななかまど」第18019合併号発行 (H10。 1.22)

(3)北海道ふるさと会連合会行事参加

東京旭川会一平成 9年度決算

東京旭川会一平成10年度事業計画 (案 )項

「
E ～11.8.31)(可

第22回総会/懇親会(1)

第12回 「郷土訪間の旅」9)       
ペアレフ コン親 睦 ゴノ(3)

ど』発行会幸艮『ななかま(4)

北海道 ふ るさ と会 連合会行事参加(5)

東京旭川会一平成 10年度予算 (案 )

(平成 10。 9。 1～ 11.8.31)

不斗   目 平成 9年度決算 平成10年度予算 摘 要

1::Zヨ
合言+ 152名

「郷
土
訪
間

の
米
」
　

『

十
月
十
六
日
の
第
２２
回
総
会
で
、一

平
成
十
年
度
事
業
計
画
の
一
つ
と

つ

し
て
可
決
さ
れ
た

「第
１２
回
郷
土

¨

訪
間
の
旅
」
に
つ
い
て
、
親
睦
委

」

願螢欲檄物陶制撒判財触岐れ、一

整
に
入
り
ま
し
た
。
年
明
け
早
々

『

に
も
開
催
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
を

峙

総啜鋳姉雌通知すべく準備し
一

期
　
日
　
九
十
九
年
六
月
四
日
か

つ

ら
二
泊
三
日
と
三
泊
四
日

」

胸直二行コ「復スｒＭ脇牌制
一

と
札
幌
発
　
　
　
　
　
　
『

定
　
口員
　
七
〇
名
　
　
　
　
　
　
』

そ
の
他
　
工〈
月
四
日
か
ら
護
国
神

峙

社
祭

（旧
招
魂
祭
で
音
楽

一

大
行
進
が
行
わ
れ
る
）
　

「

ヽ
従
来
の
道
内
旅
行
は
今
回

『

取
り
止
め
　
　
　
　
　
　
」

参
加
者
募
集
〃

(平成 9.9。 1～ 10.8.31)

収 入 の
立
ロ 支 出 の

立
ロ

不斗   目 金 額 科   目 金 額

金

費

費

代

金

入

金

入
会
船
は
付
収
入

繰

年

懇

名

寄

雑

借

600,686

676,000

1,250,000

17,000

210,000

9,451

700,000

費

費

費

費

費

費

料

費

船

刷

信

議

際

務

数

懇

印

通

会

交

事

手

雑

1,660,320

791,112

199,680

106,181

55,000

64,066

14,345

0

支 出 計 2,890,704

繰 越 金 572,433

合 計 3;1416131‐137 合 計 31:46311137

☆ 収 入 の 部

金

費

費

代

金

入

金

入
会
」
は
付
収
入

繰

年

親

名

寄

雑

借

600,686

676,000

1,250,000

17,000

210,000

9,451

700。 000

572

800

1,900

200

2

100名

出席190名

収 入 計 3,463,137 3,474,433

☆ 支 出 の 部

費

費

費

費

費

費

料

金

費

船

刷

信

議

際

務

数

入

懇

印

通

会

交

事

手

借

雑

1,660,320

791,112

199,680

106,181

55,000

64,066

14,345

0

0

1,900,000

500,000

150,000

50,000

50,000

10,000

15,000

700,000

5.000

支 出 計 2,890,704 3,380,000

繰 越 572,433 94,433

計合 3,463,137 3=‐474,1433
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南
　
榮

二

欠
な
さ
ん

の
訃
報
を
聞

い
た
と
き
、
あ

あ
欠
張
り
い
け
な
か

っ
た
の
か
と
思

っ
た
。

数
年
前
か
ら
れ
ネ
右
を
進

っ
て
い
る
こ
と

は
聞

い
て
い
た
。
そ

の
唄
か
ら
会
議
後

の

処
液

の
時

に
も
ウ
ー

ロ
ン
本
を
泣
夫
す
る

な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
は
縫
介
液
え
て
お
ら
八

た
。
笙
し
そ
さ
な
ゴ
ル
フ
は
峯

雌
に
統

け

て
お
ら
れ
た
。

昨
年
十
月
二
十

一
日

の
第

二
十

一
口
旭

川
会
鑢
会

に
お
几
え
に
な
り
、　
い
つ
も

の

よ
う
に
微
笑
み
を
浮

か
ヽ
な
が
ら
手
を
差

し

の
べ
て
Ｚ
手
を
し
た
が
、
あ

の
ふ
く
よ

か
な
お
象
で
な
く
奈

り
に
も
や
せ
ら
れ
た

客

に
愕
鍵
と
し
た
。
そ
れ
で
も
な

検
乾

め

末
賓

の
方
々
に
挨
沙
さ
れ
、
鑢
会

の
進
行

ヤ

は
椅
子

に
掛
け
て
お
ら
れ
た
が
、
建
親

会
が
嫁

っ
て
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
よ

う
で
、

ふ
と
几
る
と
席

に
４

は
几
え
な
か

っ
た
。
思
え
ば
欠
な
さ
ん

の
姿

に
接

し
た

の
は
こ
れ
が
最
期
と
な

っ
た
。

怖
集
琴
か
ら
迫
悼

の
こ
と
ば
を
依
頼
さ

烈
て
盗
方

に
ネ
れ
た
の
は
、
矢
な
さ
ん
を

存
じ
上
げ
た
の
は
昭
た
二
十
二
年
唄

か
ら

東
京
旭
川
会
、
旭
商
同
に
会
を
通
じ
て
で

あ
り
、
個
人
的
な
こ
と
は
奈

り
源
く
聞

い

た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
事
業

の
後
饉
者
と

な
ら
れ
た
子
た

の
工
隆
人

に
お
た
を
伺

い
、

姿
舛
を
お
僣
り
し
て
そ

の
足
跡
を
た
ど

っ

て
み
る
。

永
京
で
生
れ
旭
川
で
育

っ
た

の
は
父

・

虎
友
人
（弁
護
士
）
の
旱
せ

に
伴

い
、
そ

の

液
舞
旭
川

に
引
揚
げ
た
六
歳

の
唄
。
そ
が

学
校

の
な
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
ネ
育
し
、

水ヽ
ム
小
学
校
か
ら
旭
川
商
業
を
卒
業
す
る

ま
で
旭
川
で
過
ご
し
て
い
る
。

『位
ん
で

い
た
の
は
水
ム
晨
業

の
校
農

の
統
さ
で
朝
な
夕
な
に
４

か
に
大
雪
ム

の
を
み
を
婢
ぎ
ク
年
期

か
ら
青
年
期

に

か
け
て
育
く
ま
れ
て
未
ま
し
た
。

不ヽ
ム

の
我
が
家

か
ら
大
雪

の
な
々
を
あ
か
ず

眺
め
て
い
る
と
口
な
治
々
、
時
々
刻
々

と
杉
り
友
る
檬
は
孝
晴
ら
し

い
の

一
詮

に
小
さ
、　
い
ま
も
液
郷
へ
訪
れ
る
た

に

大
雪
ム
に
落
レ

「
あ

ゝ
帰

っ
て
来
た
ん

だ
な
あ
」
と
い
う
案
感
が
雪

の
よ
う
に

わ
き
ま
す
』

と
百
年
託
合
式
典
に
参
ル
し
て
の
感
得
を

述
べ
て
お
ら
れ
る
。
（
『
な
な
か
ま
ど
』
十
二

子
）そ

の
後
、
小
諄
高
等
商
業

（現
小
粋
商

大
）
を
卒
業
し
、
当
時

の
青
年
が
続
う
よ
う

に
夕
を
描

い
て
就
職
し
た
人
陸

の
幸
北
文

通
株
式
会
社
に
勤
務
し
た
の
も
四
年
奈
り

敗
戦
に
よ
り
ほ

一
貫
で
帰
回
し
、
生
活

の

種
を
終
る
た
め
雄
貨
類

の
販
売
を
嫁
め
、

後
に
清
託
商
会
（現
閉
セ
ー
キ
）
と
し
て
創

ム
、
生
活
物
姿

の
卸
業
並
び
に
レ
ス
ト
ラ

ン
自
惨
を
し
た
。

さ
ら
に
厖
表
二
十
八
年
、
ロ
ネ
化
学
エ

場

に
な
具
合
壼
を
開
設
、
合
営
業

に
進
弘
、

曜
ル
二
十
二
年

に
「卑
社
会
」
の
到
ス
を
子

列
し
て
ダ
タ
シ
ー
事
業
を
恙
し
、
厖
を
自

動
車
い
を
設
ム
し
た
。
未
用
み
客
自
動
車

協
会
広
凸
支
洋
長
な
ど

の
姜
戦
を

つ
と
め

業
界

の
及
鍾
め
、
こ
代
化

に
努
力
さ
沢
て

運
輸
大
ユ
表
彰
を
核
与
さ
彙
る
等

の
力
績

が
あ
る
。

ま
た
、
最
も
人

の
み
を
高

め
た

の
は
ネ

京

の
商
業
ヤ

κ
之

・
録
左

口
丁
曰
ミ
キ
モ

ト
ビ
ル
に
ア
ラ
ン
ス
料
理
店

『録
左
レ
カ

ン
』
を
形
を

四
十
九
年
六
月

に
開
液
し
た

こ
と
で
あ
る
。
当
時
ミ
キ
モ
ト
パ
ー
ル
に

は
小
諄
高
商
同
期

の
Ｓ
人
が
居
ら
れ
、
そ

の
嫁
で
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
後

の
事
業
発
晨
、
繁
水

に
つ
な
が

っ
て
来

た
。

ア
ラ
ン
ス
巣
子
彦
、
舛
理
店

と
し
て
祁

向

の
な
え
、
一二
え
、
高
島
Ｚ
等
有
名
デ
パ
ー

卜
十
数

ヵ
所

に
迄
弘
し
て
い
る
が
、
録
左

二
丁
曰
大
金

利
館

の
フ
ラ

ン
ス
某
子
彦

『
バ
テ
ス
リ
ー
レ
カ
ン
』
は
、
花
嫁
な
宏
を

準
備
す
る
嫁
さ
ん
が
建
れ

の
母
親
と
共

に

『
表
九
』
を
ス
メ
ー
ト
し
て
た
須
彦
、
及
物

彦
な
ど
老
舗
を
製
る
コ
ー
ス
の
最
後

に

一

服
す
る
彦

と
し
て
、
そ

の
明
る

い
セ
ン
ス

あ
る
店

の
ム
ー
ド
が
解
判
に
な

っ
た
。

人
は
多
盛
な
ク

・
青
年
期
を
北
餡
道
で

過
ご
し
た
液
か
舞
里
旭
川

に
強

い
愛
者
を

感
じ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
会

の
外
土
訪

関
み
行

に
も
多
忙
な
業
務

の
ヤ
を
姥
ど
４

口
参
ル
さ
れ
、
し
ば
し
ば
団
検́
を
分

め
ら

れ
た
。
舞
里
で
開
催
さ
れ
た
同
期
会

に
も

多
口
参
ル
し
て
お
ら
れ
た
。
旭
川
会
、
同
て

会
等

の
用
件
で
上
京
し
た
関
係
者

に
対
し

て
は
、
れ
貴
を
も

っ
て
過
す
る
こ
と
を
蔦

れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
ま
た
径
惨
す
る

事
業

の
姿
全
鰊

り
に
チ
た
す
る
旅
輩

に
は

力
強

い
相
談
相
手
で
あ

っ
た
。
こ

の
よ
う

に
同
に
生
、
外
里

の
方

に
対
し
て
常

に
温

い
知
や
か
な
に
え
を
さ
れ
た
方
で
あ

っ
た
。

東
京
で
活
曜
し
た
旭
商
同
に
生

の
中
で
、

え
副
会
後́
の
窓
武
雄
人
と
共

に
最
も
咸
カ

し
た
え
輩

ら
し

い
え
輩
と
し
て
多
く

の
同

に
生

か
ら
牧
幕
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

女
性
後
兵
よ
り
逹
ん
で
迫
悼

の
言
葉

が

寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の

一
琴
を
お

僣
り
し
て
諺
び
と
し
た
い
。

「
旱

い
も

の
で
そ
く
な
ら
れ
て
か
ら
も
う

キ
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
え
日

の
第

二
十

二
口
旭
川
会
鑢
会

の
席

に
は
、
欠
な
さ
ん

の
ダ
ン
デ

ィ
な
姜

が
几
ら
れ
な
か

っ
た

の

が
然
し

い
霰
り
で
す
。
ａ

い
問
ご
浩
導
項

い
た
オ
だ
け
に
思

い
弘
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

人
菫
旱
く
決
断
力
が
あ
り
年
代
を
閻
わ
ず

い
ろ
い
ろ
と
お
氣
辻

い
下
さ

い
ま
し
た
。

会
議

の
あ
と
に
は
お
迎
え

の
車

の
時
間

と
は
い
つ
も
を
や
か
に
奇
さ
ん
を
労

っ
て
、

若

い
方
々

の
行
く
所

に
も
喜
ん
で
ご

一
緒

し
て
頂
き
、
多
努
で
ご
牝
之

に
な

っ
て
お

り
ま
し
た
。

地
上
で
は
大
切
な
方
を
久

い
ま
し
た
が
、

人
上
で
は
平
同
会

検́
、
ふ
副
会

検́
去
々
旭

川
会

の
行
水
を
窒
じ
て
下
さ
る
こ
と
で
し

仲
霙
福

κ
よ

り
お
祈

り
申

し
上
げ

よ

す
」

都
心
部
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
注
目
さ
れ

る

「北
彩
都
あ
さ
ひ
か
わ
」
の
事
業
は
、

今
年
か
ら
本
格
的
に
着
工
し
た
。

事
業
区
域
は
、

８６
ヘ
ク
タ
‐
ル
と
旭
川

ら
し
く
広
大
な
空
間
を
有
し
て
い
る
。
地

域
の
北
側
に
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
日
本

初
の
恒
久
的
な
歩
行
者
天
国
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た

「平
和
通
買
物
公
園
」
を
中
心

と
し
た
現
在
の
都
心
部
が
展
開
し
、
旭
川

駅
か
ら
北
側
に
向
か
っ
て
発
展
し
て
き
た
。

地
域
の
南
側
に
は
大
雪
山
連
峰
を
源
と

す
る
忠
別
川
が
流
れ
、
さ
ら
に
そ
の
南
に

は
、
博
物
館
や
音
楽
堂
の
あ
る
大
雪

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
や
大
雪
ア
リ
ー

ナ
な
ど
の
大
き
な
施
設
が
並
ぶ
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
と
見
本
林
の
あ
る

神
楽
地
区
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、

鉄
道
と
忠
別
川
の
存
在
が
街
の
発
展

を
分
断
す
る
と
い
フヽ
、
地
域
の
長
年
　
園

の
懸
案
を
解
消
す
る
た
め
の
計
画
づ
　
駿

く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
　
常

い
よ
い
よ
今
年
、
忠
別
川
に
橋
を
架

け
都
心
機
能
を

一
体
的
に
整
備
し
て

い
く
た
め
の
、
鉄
道
高
架
事
業
や
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
主
要
な
基
盤
整
備
事

業
に
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
計
画
の
大
き
な
目
標
は
、
中
心
市

街
地
の
復
興
を
目
指
す

「都
市
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
で
あ
る
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
旭
川

を
象
徴
す
る
水
と
緑
が
豊
か
な
都
心
の
オ

ア
シ
ス
を
創
り
、
旭
川
市
民
は
も
と
よ
り

周
辺
地
域
に
住
む
人
々
の
共
有
の
財
産
で

あ
り
、
生
活
の
場
で
も
あ
る
旭
川
の
都
心

部
を
楽
し
く
活
力
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

旭
川
駅
の
裏
を
流
れ
る
忠
別
川
は
、
こ
れ

ま
で
鉄
道
の
線
路
に
よ
っ
て
市
街
地
か
ら

隔
離
さ
れ
て
い
た
た
め
、
河
畔
林
や
砂
州
、

瀬
や
淵
な
ど
が
豊
か
な
自
然
形
態
を
刻
々

と
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
人
目
に
触
れ
る
こ

と
な
く
営
み
を
続
け
て
き
た
。
そ
こ
が
ま

ち
の
中
心
部
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る

ほ
ど
に
、
各
種
の
樹
木
が
フヽ
っ
そ
フヽ
と
生

い
茂
っ
て
い
る
。

こ
の
河
川
空
間
を
水
と
緑
を
身
辺
に
感

じ
ら
れ
る
空
間
と
し
、
さ
ら
に
街
路
樹
で

都
心
部
に
川
の
自
然
性
を
取
り
込
み
な
が

ら
、
都
心
部
と
川
の
融
合
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
国
鉄
時
代
に
利
用
さ
れ
て
い
た

歴
史
的
な
レ
ン
ガ
造
建
築
物
や
風
防
林
な

ど
の
貴
重
な
財
産
を
活
か
し
な
が
ら
、
隣

接
す
る
神
楽
岡
公
園
の
大
き
な
森
と
と
も

に
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
新
し
い
都

市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

こ
つ
し
た
旭
川
市
の
、

２‐
世
紀
に
向
け

た
都
市
と
自
然
が
共
存
す
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
街
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
中
心
市
街

地
の
機
能
低
下
を
課
題
と
す
る
全
国
の
地

方
都
市
に
対
し
て
、
街
づ
く
り
の
あ
り
方

を
提
案
す
る
良
き
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

忠別川沿いに計画中の

「北彩都あさひかわ」

‐ 忠別川

国道39号

国道

美瑛川
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旭 川 観 光 大 使 名 簿

歌手

プロ野球選手

世紀東急工業帥 監査役

元・サッカー選手

l■l電通テレビ局企画推進部長

帥東芝情報通信'制 1仕1シ ステム事業本‖|コ1事業本部長

欄十勝 代表取締役

学校法人代 木々ゼミナール理事長

中小企業金融公庫本店考査部長

評論家

西日本新聞社言務取締役・編集局長

歌手

関西旭川会会長

北海道新聞社事業号企画F:発部次長

CMデ ィレクター

松竹腑代表取締役会長

女優 (劇 団四季 |

タレン ト

漫画家

的ジェイトラベル 東京常務取締役

喜劇役者

プロ野球選手

Ⅲボストンコンサルティングクルーフit'そ取

日本砂像連盟顧問

lal東芝官公システム事業部長

ミサワホーム船社長

歌手

歌手

東京旭川会会長

歌手

元,lll文 化放送放送事業本部・報道部勤務

l■lジ ェイトラベル北海道 社長

大蔵省大臣官房厚生管理官

帥 トモス代表取締役

最高検察庁検事

藤田観光的営業推進部部長

明治乳業帥取締役乳品医薬品本部長

デザイナー

旭川応援者

旭川出身

旭川出身

旭川応援者

旭川出身

旭川応援者

旭川出身

旭川応援者

元中小企業金融公暉旭川支店長

カムイ竹村会主宰

旭川応援者

旭川出身

旭川出身

元北海道新聞旭川支社勤務

旭川出身

永山武:コ 郎2代道庁長官の孫

旭川出身

旭川東高出身

旭川出身

元「 |(ニ アシステム旭川支店長

旭 ||1応 i麦 者

旭 ||1出 身

カムイ竹本寸会

社川応援者

旭サ|1応援者

旭川でホテル経営

旭川出身

旭川応援者

旧市1旭 ||1中 学出身 (現・旭川東高)

旭川応援者

旭川東高出身

元日本エアシステム旭川支店長

元旭川財務事務所長

旭川応援者

元旭川地方検察庁検事正

旭川応援者

旭川出身     ♂

旭川出身

(敬称略・順不同)

旭川市 との関わ り

本多 田 二 良Б

鈴 木 貴 久

f令  木  日出男

瀬 田 龍 彦

千 田 利 史

高 木 利 武

高 橋   巌

高 宮 行 男

武 内 英 三

竹 村 健 一

多 田 昭 重

玉 置 浩 二

豊 澤 敬一郎

永 井   扶

中 村 泰 敏

永 山 武 臣

野 村 玲 子

原   一 平

藤  田 和 日郎

古  り|1 昭  一

ポール  ・ 牧

星 野 伸 之

堀   紘 一

本 坊 輝 雄

本 間 正 俊

三 澤 千代治

水 田 竜 子

水奈月 順 子

八 木 祐四郎

柳    ジュン

柳 沢 紀 夫

山 崎 勝 彬

山 本 正 和

横 島 憲 夫

吉 岡 征 雄

吉 田 洋 一

吉 田 義 勝

渡 部 せ つ

名氏 職業・役職 旭川市 との関わ り

池 城 康 朗

池 永   孝

生 駒 興 三

石 塚 征 雄

伊 藤 建 介

伊 東 ゆかり

井 上 知 一

猪 瀬 英 雄

伊 吹 吾 朗

岩 田 公 雄

岩 村 和 俊

宇田津 一 郎

遠 藤 哲 夫

大 竹 龍 雄

岡 井   元

月ヽ 澤 康 人

折 坂 章 子

海 原   卓

片 桐 麻 美

金 平 茂 紀

川 窪 正 昭

川 島 伸 達

川 島 雅 昭

河 内 達 雄

川 藤 幸 三

北の富士 勝 昭

木 野   工

日 下 公 人

久 里 洋 二

小 林 光 一

小 松 左 京

五郎部 俊 朗

笹 戸 千津子

佐 藤 オリエ

佐 藤 安 弘

佐 原 美 子

島 影 裕 司

島 津 良 昭

菅 井 尚 伸

北海道新聞社事業局局長

都城ときめき大学運営委員長

lalジ ェィトラベル大阪取締役

NHK編成局施設運用チーフディレクター

実業之日本社ブルーガイド出版部編集長

歌手

馬車道商工会理事長

lllエ ーエヌエーケータリング取締役

俳優

読売テレビ報道部東京駐在ニュース解説委員

卸白石 監査役

元宮崎県立宮崎西高等学校長

l■l東芝 広告部長

全日産・́llttlll労 働組合連合会(日 産労iJ副会長

放送大学学園理事

千歳全 日空ホテル総支配人

NHKお 天気キャスター、倶う日本気象協会

作家、TVド ラマ脚本家

シンガーソングライター

TBS報道局筑紫哲也ニュース23担当テスク

欄デジタルSKIPス テーション代表取締役専務

桐朋学園教授

NHK日本語センターチーフアナウンサー

帥阪神百貨店販売促進部長

川藤プロジェクト、プロ野球解説者

元・横綱北の富士、相撲評論家

作家、元・北海タイムス社

ソフト化経済センター理事長、多摩大学教授

キャンドルクラフト協会会長、イラストレーター

棋士、元囲碁名人

作家

声楽家、オペラ歌手

彫刻家

女優

ジャーナリスト

ジェイエイエス商事1/111常 務取締役

関西旭川会理事、帥ふじや会長

関西旭川会理事、テレビ大阪

テレビ朝日側

元旭川支社長

旭川応援者

元l■l日 本エアシステム旭川支店勤務

元NHK旭川放送局勤務

旭川応援者

カムイ竹村会

旭川応援者

元全日空旭川営業支店支店長

旭川応援者

旭川出身

岩村通俊初代道庁長官の孫

旭川応援者、スキー修学旅行

旭川応援者

旭川応援者、日産労連スキーツァー

旭川出身

元全日空旭川営業支店支店長

旭川出身

旭川出身

旭川出身

旭川出身

元NHK旭川放送局勤務

旭川出身

元NHK旭川放送局アナウンサー

旭川応援者

旭川応援者

旭川出身

旭川出身

カムイ竹村会

旭川応援者

旭川出身

旭川応援者

旭川出身

中原悌二郎賞受賞者

旭川応援者

旭川出身

旭川応援者

旭川出身

旭川出身

旭川応援者

懇
親
会
出
席
一の
観
光
大
一使
は
語
る

一
．・

一・一．．． 一・・・・一一一一一一一・一一一一一一・・̈̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ｒ一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈岬
一一一一一一一一一̈
一

一猾
熙

「二
年
間
公
庫

の
旭
川
支
店

長
を
し
て
い
た
時
に
、
旭
川
に

も
鹿
児
島
の

″
さ
つ
ま
大
使
″

制
度
を
と
り
入
れ
て
は
ど
う
か

と
薦
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

旭
川
は

『自
然
と
と
も
に
人

間
が
生
活
す
る
都
市
』
と
思

い

ま
す
。
人
口
三
十
六
万
人
規
模

で
、
こ
ん
な
に
自
然
と
調
和
し

て
い
る
都
市
は
他
に
あ
り
ま
せ

ん
」「旭

川
に
は
平
成
二
年

の
藤

田
観
光
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
旭

川
の
オ
ー
プ

ン
時
か
ら
社
長
兼

支
配
人
と
し
て
二
年
半
お
り
ま

し
た
。
旭
川
の
観
光
は
初
夏
か

ら
秋
と
真
冬
は
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
で
す
が
、
雪
の
降
り
始
め
と

雪
融
け
時
期
が
難
し
い
。
こ
の

時
期
に
何
か
魅
力
的
な
企
画
が

あ
る
と
い
い
で
す
ね
」

「滝
川
出
身
で
す
が
、若
い
時

第
七
師
団
司
令
部
の
参
謀
部
に

お
り
ま
し
た
。
以
前
、
井
上
靖

先
生
と
日
経
紙
上
で
対
談
し
た

の
が
目
に
止
ま
り
、
観
光
大
使

に
推
薦
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
勇

ま
し
い
熱
気
あ
ふ
れ
る
旭
川
で
、

一
番
目
の
き
れ
い
な
時
代
を
過

ご
さ
せ
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
懐

か
し
く
想
い
出
し
ま
す
」

「北
高
の
前
身
・市
立
中
学
を

昭
和
二
十
年
に
一牛
業
し
ま
し
た
。

ポ
ー
ル

・
牧
さ
ん
が
演
じ
た
ひ

と
り
芝
居

『死
刑
囚

・
島
秋
人

の
生
涯
』
の
作

・
演
出
と
い
う

ご
縁
で
観
光
大
使
に
な

っ
た
と

思

い
ま
す
。
十
月
十

一
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
旭
川
市
中
央
図

書
館
で

『島
秋
人
展
』
を
や

っ

て
い
ま
す
の
で
最
近
は
よ
く
帰

り
ま
す
」

代 木々ゼミナール理事長 高宮行男氏作家・月却本家 海原卓氏

中」企業金融公庫考査吉5長 竹内英三氏藤田観光営業推進部部長1当日ヨ

'羊

――J氏



ななかまど 第 20号 平成 10年 (1998)12月 22日 発行

館
長
　
一呂
野
斗
志
美

一
九
九
八

（平
成
十
）
年
の
六
月
十
三

日
、
旭
川
の
神
楽
見
本
林
に
、
三
浦
綾
子

記
念
文
学
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「三
浦
綾
子
さ
ん
の
文
学
館
を
つ
く
ろ

う
」
と
い
う
声
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、

市
民
の
あ
い
だ
に
広
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

し
た
。　
一
九
九
五

（平
成
七
）
年
に
な
っ

て
、
そ
の
願
い
が
具
体
化
さ
れ
、
十
二
月

六
日
、
設
立
実
行
委
員
会
の
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
市
民
運
動
の
成
果
で
す
。
こ

れ
は
大
き
な
反
響
を
全
国
に
呼
び
お
こ
し
、

各
方
面
か
ら
の
共
鳴
と
支
持
を
得
ま
し
た
。

旭
川
市
と
北
海
道
か
ら
の
助
成
が
あ
り
ま

し
た
。　
一
万
五
千
人
に
お
よ
ぶ
全
国
か
ら

の
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
は
大
き
な
力
で

し
た
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
二
年
半
を
つ
い
や

し
て
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

文
学
館
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
は
、
三
浦

文
学
の
本
質
に
照
ら
し
あ
わ
せ
、
〈
ひ
か
り

と
愛
と
い
の
ち
〉
に
決
め
ま
し
た
。
建
物

も
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
内
部
の
展
示
も
そ
の
テ
ー
マ

を
も
と
に
、
次
の
よ

フヽ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
展
示
室
―
―

「三
浦
文
学
の
す
べ
て
」

第
二
展
示
室
―
―

「作
家
へ
の
道
の
り
」

第
三
展
示
室
―
―

「
氷
点
』
の
世
界
」

第
四
展
示
室
―
―

「ゆ
た
か
な
作
品
群
」

第
五
展
示
室
―
―

「共
に
歩
ん
で
」

神
楽
の
外
国
樹
種
見
本
林
は
、
林
野
庁

旭
川
営
林
支
局
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
と
し
で
植
林
百
年
を
む
か
え
ま
し

た
。
三
浦
綾
子
さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ

り
代
表
作
で
あ
る

『氷
点
』
の
舞
台
と
な

っ
て
い
る
場
所
で
す
。
国
有
林
で
、
景
観

の
す
ぐ
れ
た
、
『氷
点
』
ゆ
か
り
の
こ
の
地

に
文
学
館
は
建
っ
て
い
ま
す
。
林
野
庁
が

こ
こ
ろ
よ
く
敷
地
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し

た
。
心
が
安
ら
ぎ
、
い
や
さ
れ
る
見
本
林

の
な
か
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ

の
文
学
館
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
で
し

Ｌｒみ、「′／。
雪
の
結
晶
を
イ
メ
ー
ジ
の
原
型
に
お
い

て
設
計
さ
れ
た
変
形
十
三
角
形
の
文
学
館

は
、
見
本
林
の
景
観
と
よ
く
マ
ッ
チ
し
て

い
て
、
純
粋
で
清
楚
な
形
姿
が
印
象
的
で

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
内
部
は
、
お
年
よ

り
や
お
体
の
不
自
由
な
方
々
に
便
利
な
よ

フヽ
に
、
で
き
る
だ
け
配
慮
し
た
作
り
を
心

が
け
ま
し
た
。
こ
こ
を
訪
れ
る
方
々
の
心 神楽見本林内に建てられた記念文学館全景

今
日
を
い
や
さ
れ
る
、
そ
ん
な
文
学
館
の

あ
り
よ
う
を
目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
「も
フヽ
い
ち
ど
来
て
み
た
い
」
と
い
フ

思
い
を
呼
び
お
こ
す
場
と
な
る
こ
と
を
願

き
、
十
月
末
現
在
で
、
入
館
者
は
全
国
各

地
に
わ
た
り
、
総
数
五
万
九
千
名
に
お
よ

び
ま
す
。
初
年
度

（予
算
）
入
館
予
定
者

数
は
三
万
名
で
す
か
ら
、
は
る
か
に
そ
れ

を
上
ま
わ
る
盛
況
ぶ
り
で
す
。
旭
川
の
新

名
所
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で

し

ょ

ヽ
ワ

。

化
財
団
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
民
立
民
営

で
も
珍
ら
し
く
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
に
は
博
物
館
の
資
格
も
得
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

発
信
拠
点
と
し
て
、
全
国
の
人
々
に
親
し

ま
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
く
ユ
ニ
ー
ク
な
文

学
館
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
車
で
１０
分
。

神
楽
農
協
前
下
車
、
徒
歩
５
分

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
最
多
の
七
十

二
ヵ
国

・
地
域
か
ら
選
手
二
千
三
百
二
名
、

役
員
千
四
百
六
十
四
名
、
選
手
団
総
数
三

千
七
百
六
十
六
名
が
参
加
し
た
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、　
一
九
九
八
年
二
月
二
十
二

日
、
そ
の
十
六
日
間
数
々
の
感
動
と
想
い

出
を
残
し
て
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

日
本
選
手
団
は
、
選
手
百
六
十
六
名
、

役
員
百
四
十
七
名
の
合
計
三
百
十
三
名
で

選
手
団
を
編
成
し
、　
一
月
二
十
七
日
に
秋

篠
宮
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
結
団
式
を
執
り

行
い
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

今
大
会
は
一
九
七
二
年
の
札
幌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
以
来
、
二
十
六
年

ぶ
り
の
国
内
開
催
で
も
あ
り
、
ホ
ス
ト
国

と
し
て
七
競
技
す
べ
て
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
、
六
十
八
種
目
中
六
十
五
種
目
に
参
加

し
、
札
幌
大
会
を
上
回
る
成
績
を
目
標
と

し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
通
り
、
大
会
四
日
目
に
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、

日
本
選
手
団
の
旗
手
で
あ
る
清
水
宏
保
選

手
が
見
事
な
滑
り
を
見
せ
て
、
日
本
選
手

団
第

一
号
、
ス
ケ
ー
ト
史
上
初
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
ス
キ
ー

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
女
子
モ
ー
グ
ル
の
里
谷

多
英
選
手
、
ス
キ
ー
・ジ
ャ
ン
プ
ラ
ー
ジ
ヒ

ル
の
船
木
和
喜
選
手
、
同
じ
く
ジ
ャ
ン
プ

団
体
、
そ
し
て
大
会
終
盤
に
は
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
の
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
で
若
い

十
九
歳
の
西
谷
岳
文
選
手
が
活
躍
し
、
日

本
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
最
多
の
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
銀
メ
ダ
ル
一
、
銅
メ
ダ
ル
四

と
メ
ダ
ル
総
数
十
個
は
、
各
国
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
別
で
は
、
七
番
目
の
成
績

で
す
。
四
位
か
ら
八
位
の
入
賞
は
二
十
三

で
、
メ
グ
ル
を
含
め
た
入
賞
数
三
十
三
と
、

い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
大
会
を
上
回
り
、

史
上
最
多
と
な
る
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

の
女
子
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
高
橋
涼
子

選
手
が
六
位
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子

リ
レ
ー
が
七
位
と
な
り
、
初
入
賞
を
呆
た

し
た
競
技
種
目
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
っ
て
、

史
上
最
高
の
成
果
を
国
民
の
皆
様
に
示
す

こ
と
が
で
き
、
ど
う
や
ら
冬
の
種
目
も
、

夏
と
一肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ひ
と
え
に
準
備
の
段
階
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
長
野
組
織
委
員
会
、

ま
た
、
大
会
中
の
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
の
方
々

の
献
身
的
な
支
え
、
国
民
の
皆
様
の
た
く

さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ

て
い
ま
す
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
経
済
的

に
も
、
社
会
的
な
面
で
も
、
暗
い
話
題
し

か
な
か
っ
た
日
本
に
、
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
、

明
る
い
話
題
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
身
長
百
六
十

一
セ
ン
チ
の
小
さ
な

体
を
駆
使
し
て
優
勝
し
た
清
水
選
手
が
、

父
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
自
分
を

一
人
で

育
て
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
の
胸
に
金
メ
ダ

ル
を
か
け
て
あ
げ
た
こ
と
。
女
子
モ
ー
グ

ル
の
里
谷
選
手
は
、
前
年
に
亡
く
な
っ
た

コ
ー
チ
だ
っ
た
お
父
さ
ん
の
写
真
を
胸
に
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オリンピック選手団の行進。中央に八木会長が見えるc

し
て
の
金
メ
ダ
ル
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
プ
の

原
田
雅
彦
選
手
は
、
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
大
会

の
団
体
の
失
敗
に
よ
っ
て
四
年
間
苦
闘
に

あ
え
ぎ
な
が
ら
、
最
後
の
最
後
に
劇
的
な

ド
ラ
マ
を
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
フ
し
た
シ
ー
ン
を
見
た
子
供
た
ち
に
、

彼
ら
が
与
え
た
影
響
と
い
フヽ
の
は
計
り
知

れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
強
化
策
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ

ん
全
体
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
で
、

ト
ッ
プ
選
手
の
養
成
も
、
よ
り
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
に

適
し
た
有
望
競
技

種
目
に
重
点
的
に

取
り
組
み
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

選
手
強
化
に
必

要
な
施
設
面
で
も
、

文
部
省
が
既
に
国

立
ス
ポ
ー
ツ
科
学

セ
ン
タ
ー
を
着
工

し
て
お
り
、
次
は

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
建
設
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
新

し
く
で
き
る
横
浜
の
医
科
学
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
等
の
施
設
と
の
間
の
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
う
ま
く
と
り
な
が
ら
、
選
手
の
強
化

に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
科
学
の
専
門
家
に
も
積
極
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
強
化

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
い
ワヽ
点
で
古
橋

会
長
と
も
意
見
が
一
致
し
て
お
り
、
新
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の

あ
と
利
用
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

施
設
は
多
目
的
に
作
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、

地
元
で
運
営
す
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で

す
。
国
と
で
ユ
エ
場
で
関
与
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

選
手
強
化
や
、
大
会
の
運
営
資
金
な
ど

総
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
頼

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
国
の
支
援
に

も
限
界
が
あ
る
の
で
、
財
政
的
に
Ｊ
Ｏ
Ｃ

自
身
に
よ
る
財
源
の
確
保
が
必
要
で
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
中
に
財
政
確
保
の
特
別
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
問
題

を
現
在
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
回

の
長
野

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ

の
持
っ
て
い
る

力
、
あ
る
い
は

各
競
技
団
体
の

持
っ
て
い
る
力

を
何
と
か
示
す

こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
、

次
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
新
し
い
態
勢
を
作
り
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
課
題

を
精
査
し
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
次
第
で

す
。我

々
の
為
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
旭
川

市
民
と
東
京
旭
川
会
の
皆
様
に
重
ね
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
フヽ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（八
木
会
長
は
、
東
京
美
装
興
業
閉
代
表
取
締
役
会

長
の
ほ
か
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
専
務
理
事
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副
会
長

兼
専
務
理
事
な
ど
要
職
多
数
）

久
々
も
久
々
、
二
十
余
年
ぶ
り
で
わ
が

生
ま
れ
故
郷
、
旭
川
を
訪
れ
た
。
宿
合
は

妹
宅
と
市
中
の
ホ
テ
ル
ヘ
。
日
刊
紙
や
週

刊
誌
の
記
者
を
や
っ
て
日
本
中
の
都
市
を

見
な
れ
た
目
に
は
、
と
り
わ
け
特
色
の
あ

る
町
に
変
化
し
た
と
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
お
り
か
ら
の
初
夏
、
色
と
り
ど

り
の
草
花
が
咲
い
て
す
が
す
が
し
い
。

与
謝
野
晶
子
の
秀
作
が
口
を
つ
い
た
。

人
の
云
ふ
北
海
道
の
大
野
な
る

雪
の
け
し
き
す
海
峡
の
霧

初
夏
の
正
午
の
あ
や
め
も
や
や
さ
む
き

北
石
狩
の
旭
川
か
な

流
星
が
滝
の
身
と
な
る
石
狩
の

層
雲
峡
の
フヽ
ら
寒
き
か
な

で
も
、
い
く
つ
か
の
気
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
市
内
の
一
條
三
丁
目
に
あ
る
近

藤
染
物
店
が
、
北
海
道
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
札
幌
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
由
、

改
め
て
見
に
い
こ
フ
と
思
っ
た
が
、
ど
フヽ

し
て
旭
川
市
そ
の
も
の
の
文
化
財
に
し
な

か
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
納
得
出
来
な
か

っ
た
の
で
、
由
緒
あ
る
近
藤
染
物
店
は
見

ず
じ
ま
い
。

な
に
も
旭
川
市
に
北
海
道
明
治
村
を
と

は
い
わ
な
い
が
、
旭
川
と
い
フヽ
の
は
歴
史

を
か
え
り
み
な
い
非
情
の
都
市
で
は
な
い

の
か
と
考
え
た
。

第

一
に
旭
川
市
で
最
古
の
中
央
小
学
校

は
じ
め
日
新
、
大
成
な
ど
の
小
学
校
の
名

は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
と
く
に
最
古
の
中

央
校
の
名
が
消
え
た
こ
と
は
、
散
人
の
出

身
校
な
だ
け
に
無
念
で
あ
る
。

続
い
て
、
第
七
師
団
跡
に
残
る
旧
偕
行

社
を
訪
れ
て
み
た
。
た
し
か
に
白
亜
の
建

物
は
そ
っ
く
り
残
っ
た
も
の
の
、
中
身
は

歴
史
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
彫
刻
作
品

…
…
。
軍
都
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
て
買
物
都
市

に
変
身
す
る
ま
で
、
陸
軍
士
官
学
校
出
の

将
校
た
ち
が
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
っ
て
い
た

偕
行
社
で
あ
る
。

軍
隊
が
好
き
と
か
嫌
い
で
な
く
、
旭
川

市
の
歴
史
と
し
て
消
す
こ
と
の
出
来
な
い

第
七
師
団
の
存
在
で
あ
る
。
歩
兵
第
二
十

六
、
二
十
七
、
二
十
八
の
三
個
聯
隊

（固

有
名
詞
な
の
で
聯
で
あ
り
、
連
は
不
可
）

を
軸
に
明
治
三
十
二
年

（
一
九
〇
〇
年
）

に
兵
営
を
建
設
し
、
こ
れ
が
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
年
）
ま
で
続
い
た
。

政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
と
、
旭
川

そ
の
も
の
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ

ら
ず
、
軍
の
力
を
バ
ネ
に
伸
び
て
き
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で

郷
土
部
隊
の
歩
兵
第
二
十
八
聯
隊
と
工
兵

第
七
聯
隊
の
一
部
が
全
滅
し
た
お
り
、
悲

報
を
知
っ
て
旭
川
市
そ
の
も
の
が
慟
哭
し

て
悲
し
み
の
底
に
沈
ん
だ
。
勝
て
ば
勝
っ

た
の
旗
行
列
で
あ
っ
た
の
に
―
ｌ
ｂ

常
備
軍
の
駐
屯
で
も
た
ら
す
経
済
的
波

及
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
い
い
か
え
る
と
、

軍
隊
が
い
な
け
れ
ば
今
日
の
旭
川
は
な
か

っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
お
断
り
し
て
お
く

が
、
散
人
は
軍
国
主
義
を
礼
讃
す
る
も
の

で
は
け
っ
し
て
な
い
。
歴
史
の
無
視
は
明

ら
か
に
文
化
の
無
視
に
つ
な
が
る
の
を
恐

¨

れ
る
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

日
本
人
の
海
外
移
民
の
取
材
調
査
で
し

“

ば
し
ば
南
米
、
北
米
各
地
に
出
向
く
散
人

¨

は
各
都
市
で

「デ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
リ
ー

“

卜
」
な
る
地
名
に
出
会
う
こ
と
が
再
三
あ

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

し
か
し
大
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
、
朝
鮮
戦

¨

争
で
お
か
し
く
な
っ
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で

“

敗
け
て
も

「師
団
通
り
」
の

「デ
ビ
ジ
ョ

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

ン
・ス
ト
リ
ー
ト
」
が
い
つ
の
間
に
か
「
ン
“

ョ
ッ
ピ
ン
グ

・
パ
ー
ク

・
ス
ト
リ
ー
ト
」

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

や

「ピ
ー
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
に
改
称
し

出

た
な
ど
と
い
う
話
は
つ
い
ぞ
聞
か
な
い
。　

‐‐ｉ‐ｉ‐ｉ‐ｉ‐‐‐‐‐‐

旭
川
に
あ
る
あ
の
白
亜
の
偕
行
社
な
ど

ｍ

近
藤
染
物
店
同
様
に
ノ
シ
を
つ
け
て
札
幌

［

に
進
呈
し
た
ら
い
か
が
な
も
の
か
。　
　
　
ｍ

た
し
か
に
軍
隊
と
か
か
わ
り
の
な
い
彫

¨

刻
作
品
で
埋
め
る
の
も

一
つ
の
在
り
方
だ

“

ろ
う
が
、
偕
行
社
の
名
を
と
ど
め
る
以
上
、］

第
七
師
団
関
係
の
歴
史
展
示
は
こ
こ
に
留

ｍ

め
る
べ
き
で
あ
ろ
フヽ
。　
　
　
　
　
　
　
　
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

た
し
か
旭
川
地
方
の
北
鎮
部
隊
の
中
軸
、綱

歩
兵
第
二
十
八
聯
隊
の
第
二
代
聯
隊
長
、　
¨

村
上
正
路
大
佐

（山
口
県
）
は
日
露
戦
争

ｍ

に
お
け
る
奉
天
の
会
戦
で
負
傷
し
て
ロ
シ

中

ア
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
。
大
佐
の
捕
虜
第

ｍ

一
号
で
あ
る
。
村
上
大
佐
は
の
ち
に
日
本

中

軍
の
捕
虜
二
千
人
を
引
率
し
て
東
京
に
戻

出

っ
て
き
た
が
、
時
の
明
治
政
府
か
ら
は
全

¨

く
の
お
と
が
め
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

捕
虜
を
許
さ
ず
処
刑
扱
い
し
た
対
ソ
連

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

戦
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
以
後
と
比
べ
る
と
、“

何
と
」曝
フ
こ
と
か
。
も
っ
と
も
今
日
の
学

¨

校
教
育
で
も
歴
史
、
と
く
に
近
現
代
史
に

“

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
な
い
と
い
ワヽ
。　

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

歴
史
の
正
確
な
継
承
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ

¨

は
何
を
す
べ
き
な
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
¨

（北
の
散
人
は
旭
川
出
身
の
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ｍ

ン
作
家
。
本
名
、
伊
藤
一
男
氏
。
菊
池
寛
賞
を
受
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

凸具
著
書
多
数
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨̈
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―
旭
川
だ
よ
り
―

今
回
で
４０
回
日
と
な
る

『旭
川
冬
ま
つ

り
』
は
、
２
月
６
日
か
ら
１４
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
石
狩
川
旭

橋
河
畔
の
大
雪
像
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

世
界
最
大
級
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
旭
川
迎
賓
館

（幻
の
上
川
離
宮
）

も
圧
倒
さ
れ
る
で
あ
ろ
フヽ
。

常
磐
公
園

会
場
で
は
、

高
さ
が
１０
メ

ー
ト
ル
を
越

え
る
大
氷
像

の
他
、
国
内

外
か
ら

一
流

の
氷
彫
刻
家

が
集
い
、
氷

彫
刻
世
界
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

夜
に
は
、
雪
像

・
氷
像
が
色
と
り
ど
り

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
樹
木
を
使
っ
た

あ
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
一
体
と
な
っ
て
、

す
て
き
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
と
誘
ワ
。

『Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
旭
川
大
会
』
は
、
２
月
１２
日
か
ら
１４

日
ま
で
、
サ
ン
タ
プ
レ
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク

マ
ロ
ー
ス
ゲ
レ
ン
デ

（一削
サ
ン
バ
レ
ー
ス

キ
ー
場
）
で
開
催
さ
れ
る
。

種
目
は
、
男
女
の
パ
ラ
レ
ル
ス
ラ
ロ
ー

ム
と
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

（雪
面
を
半
円
状
に

力日
し

げ い
らが
れ 繰
る り°

広

40回 目を迎える「旭川冬まつり」

い

戦

鑢繭遮ム錢

20ヵ 国が参加

「旭
川
市
名
誉
市
民
」
の
称
号
は
、
永

年
に
わ
た
り
広
く
社
会
の
進
展
と
文
化
の

興
隆
に
寄
与
さ
れ
、
郷
土

・
旭
川
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
。

五
十
嵐
広
三
氏
は
、
昭
和
３８
年
か
ら
昭

和
４９
年
ま
で
３
期
１１
年
余
市
長
を
努
め
ら

れ
、
昭
和
５５
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
は
５

期
１６
年
余
に
わ
た
り
、
衆
議
院
議
員
と
し

て
国
政
に
寄
与
さ
れ
た
。

市
長
在
任
中
に
は
、
ア
イ
デ
ア
と
独
創

性
に
満
ち
た
街
づ
く
り
と
し
て
全
国
的
に

誇
れ
る
平
和
通
買
物
公
園
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
。
衆
議
院
時
代
に
は
、
建
設
大
臣
や

内
閣
官
房
長
官
と
し
て
国
政
の
中
枢
に
参

画
し
、
我
が
国
の
発
展
に
多
大
な
る
功
績

を
残
さ
れ
た
。

坂
東
徹
氏
は
、
昭
和
３４
年
か
ら
昭
和
５０

年
ま
で
旭
川
市
議
会
議
員
を
、
昭
和
５３
年

か
ら
平
成
６
年
ま
で
の
４
期
１６
年
は
旭
川

市
長
を
務
め
ら
れ
た
。

市
長
在
任
中
は
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
の
建
設
促
進
や
空
港
の
ジ
ェ
ッ
ト
化
を

は
じ
め
、
道
路

・
上
下
水
道
等
の
都
市
基

盤
整
備
を
進
め
、
ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
や
、

住
民
セ
ン
タ
ー
等
の
開
設
な
ど
住
民
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、

２．
世
紀
を
見
据
え
た
駅
周
辺

開
発
を
推
進
す
る
な
ど
そ
の
功
績
は
、
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。

旭
川
の
夜
は
、
白
い
冬
を
艶
や
か
に
飾

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
、
人
も
街

，
も
ほ

ん
の
り
色
づ
く
。

旭
川
の
中
心
的
な
通
り
の
「昭
和
通
り
」

「平
和
通
買
物
公
園
」
「緑
橋
通
り
」
の
、
各

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
フ
レ
ン
ド
リ

ー
」
「ウ
ェ
ル
カ
ム
」
「ナ
ナ
カ
マ
ド
」と
呼

ば
れ
て
い
る
。

昭
和
通
り
は
、
繁
華
街

（さ
ん
ろ
く
）

の
夜
を
華
麗
に
彩
る
２
本
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
が
そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
多
く
の
人

が
出
逢
い
、
に
ぎ
わ
う
ゾ
ー
ン
に
な
る
よ

う
に
と
の
願
い
か
ら
、
２
本
の
ツ
リ
ー
は
、

「
ツ
イ
ン
ピ
ラ
１
３
．
６
オ
リ
ヒ
コ
物
語
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
。

街
灯
と
一
体
と
な
っ
て
、
柔
ら
か
い
灯

り
を
見
せ
て
く
れ
る
手
作
リ
ガ
ラ
ス
の
造

形
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、

７０
基
ほ
ど
設

置
さ
れ
、
街
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
て

旭
川
市
で
は
、
平
成
９
年
度
に

「旭
川

市
経
済
大
使
制
度
」
を
創
設
し
た
。

経
済
大
使
の
役
割
は
、
旭
川
圏
域
の
地

域
特
性
や
都
市
環
境
等
の
資
源
と
魅
力
を

広
く
企
業
等
に
周
知
す
る
と
共
に
、
企
業

等
の
立
地
動
向
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
旭
川
へ
の
企
業
誘
致
を
手
助

け
願
う
も
の
で
あ
る
。●

経
済
大
使
は
、
旭
川
の
出
身
者
ま
た
は

旭
川
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
、
経
済
界
や

マ
ス
コ
ミ
等
の
第

一
線
で
活
躍
し
、
幅
広

い
人
脈
や
情
報
を
持
っ
た
方
に
お
願
い
し

て
い
る
。

現
在
の
経
済
大
使
は
次
の
方
々
で
、
平

成
１０
年
の
３
月
に
菅
原
市
長
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
。
（敬
称
略
）

〈関
東
圏
域

¨
東
京
〉

唯
杜
　
耀
静

（帥
ニ
コ
ン
常
務
取

締
役
。
旭
川
西
高
校
卒
業
。
平
成

１０
年
１０
月
東
京
旭
川
会
入
会
）

〈中
部
圏
域

¨
名
古
屋
〉

耐
柑
　
彼
静
（読
売
新
聞
中
部
本

社
編
集
局
経
済
部
長
。
旭
川
西
高

校
卒
業
）

〈関
西
圏
域

¨
大
阪
〉

尻
眸
　
匁
寿

（東
大
阪
商
工
会
議

所
会
頭
。
旭
川
工
業
高
校
卒
業
）

く
れ
る
。

買
物
公
園
と
緑
橋
通
り
で
は
、
約
２
０

０
本
の
樹
木
に
電
球
を
め
ぐ
ら
せ
、

１２
月

１
日
か
ら
点
灯
し
て
い
る
。

特
に
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
赤
い
実
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
幻
想
的

な
輝
き
で
、
安
ら
ぎ
の
空
間
を
演
出
。
旭

川
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、
市
民
は
も
と

よ
り
観
光
客
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

〈東
北
・
信
越
圏
域

¨
新
潟
〉

君
螂
　
雅
静

（中
小
企
業
金
融
公

庫
新
潟
支
店
長
。前
旭
川
支
店
長
）

関
東
圏
域

¨
東
京
の
経
済
大
使

嶋
村
輝
郎
さ
ん
の
プ
回
フ
ィ
ー
ル

昭
和
１６
年
旭
川
市
生
ま
れ
。
日
章
小
学

校
、
聖
園
中
学
校
、
旭
川
西
高
等
学
校
を

経
て
、
東
北
大
学
を
卒
業
。
株
式
会
社
三

コ
ン
に
入
社
、
現
在
常
務
取
締
役
。

●

鳴
村
さ
ん
は

「旭
川
の
冬
は
厳
し
い
け
れ
ど
も
、
外
国

の
先
進
企
業
の
多
く
が
高
緯
度
の
地
域
に

立
地
し
て
お
り
、
冬
の
影
響
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、

気
候
風
土
が
似
て
い
て
環
境
が
余
り
違
わ

な
い
外
国
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
も
考
え

て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

旭
川
の
よ
う
に
、
こ
れ
だ
け
企
業
誘
致

に
適
し
た
ま
ち
は
、
日
本
で
も
そ
う
多
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
経
済
大
使
の
立

場
と
し
て
積
極
的
に
旭
川
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

共
に
、
工
場
立
地
の
動
き
な
ど
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
、
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」

と
、
郷
土
旭
川
の
発
展
に
向
け
た
熱
い
想

い
を
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

●

一

旭
川
は
昭
和
６３
年
か
ら
造
成

ｏ
分
譲
中

の
旭
川
工
業
団
地

（約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
や
頭
脳
立
地
法
に
基
づ
い
て
造
成
さ

れ
、
平
成
７
年
か
ら
分
譲
を
開
始
し
た
旭

川
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（約
１７
ヘ
ク
タ
‐
ル
）

な
ど
優
れ
た
企
業
立
地
基
盤
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。

昨
今
は
経
済
情
勢
が
厳
し
く
、
企
業
誘

致
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済

大
使
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
に
よ
っ
て
、
企

業
誘
致
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。（旭

川
市
商
工
部
産
業
立
地
課
）

▽
今
回
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で
編
集
し
ま

し
た
。
十
二
月
二
日
の
最
終
編
集
会
議
に

は
、
編
集
委
員
全
員
と
旭
川
市
東
京
事
務

所
全
員
が
集
合
。
年
内
発
行
に
向
け
、
な

ん
と
か
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
編
集
作
業
を
永
年
に
わ
た
り
続
け
て

こ
ら
れ
た
大
先
輩
の
伊
藤

一
男
氏
に
、
改

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

旭
川
市
東
京
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
＝

所
長
・
山
脇
兼
治
、
副
所
長
ｏ
鈴
木
毅
、

主
査

・
那
須
秀
昭

編
集
委
員
＝
海
老
澤
美
智
子
、
須
藤
智
恵
子
、
橋

本
裕
子
、
本
田
真
知
子
、
佐
藤
哲
朗
、
林
秀

一
、
安

井
規
雄
、
引
地
康
博

（順
不
同
）
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